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論文内容の要旨
本論文はTi と Zr に高速中性子を照射した後の機械的性質の変化について研究したものであって，
本文 6 章よりなっている。
第 1 章は予備考察で，従来の結果と本研究の目的について記述している。
第 2 章は Tiの機械的性質に及ぼす中性子の照射効果について研究したものである。まず 1.3X1020
n/cm2で、照射した Ti 試料を用いて，微少硬度を中心とした回復特性を調べ，回復に伴う微細組織の変
化を電子顕微鏡で観察している。照射後の回復では，元々 Ti 内に含h まれていた格子間原子O， NJ宇C と
照射欠陥との反応が重要な役割を演ずることが判明したと述べている。次に， 6.9X1018 , 8.6X1018 






















第 5 章は Ti の双晶変形に対する中性子照射効果について研究したもので 6.9X1018 から 6.0X







(1) Ti の機械的性質に及す照射効果については， 6.9X1019 , 8.6X1019 , 3.0X1019 n/cm2で、照射した試
料について770 K から 600 ・ Kの範囲で引張試験を行い強度の温度依存性と照射欠陥の関係を明らかに
している。
(2) Zrの機械的性質に及す照射効果については， 4.1 X1019 n/cm2 で照射後室温で種々の歪速度で引張
変形し，機械的性質の歪速度依存性について研究し，全歪速度領域ですべり変形であることを明ら
かにし非照射材料と比較検討している。
(3) Ti , Zr の双晶変形に対する中性子照射効果について研究し，双晶変形に対する照射効果を定量的
に検討している。
以上の結果は原子炉材料である Ti ， Zrの中性子照射後の機械的性質について数多くの知見を与え原
子力工学に寄与する処が大き Po よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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